
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１００円
えん

ショップでそろう材料
ざいりょう

で 

  『棒
ぼ う

はかり』をつくろう！ 

用意
よ う い

するもの 

棒（50センチメートルくらい）：２本
ほん

 

（１辺
ぺん

5㎜程度
て い ど

角材
かくざい

又は直径
ちょっけい

５㎜程度丸材
まるざい

） 

S 字フック：2個 

    （クリップの口に入る大きさ） 

 

そのほかに、工作
こうさく

につかう 

『はさみ』や『ガムテープ』、 

『セロテープ』、 

目盛
め も

りを書き込むのに使う 

『えんぴつ』や『じょうぎ』30

ｃｍ、を用意
よ う い

してください。 

たこ糸 

棒はかりは、てこの原理
げ ん り

を利用
り よ う

して 

おもさをはかるはかりの一種
いっしゅ

です。 

今回
こんかい

は、１００円
えん

ショップでそろう

材料
ざいりょう

を使
つか

って、５０グラムまで量
はか

る

ことができる棒はかりをつくります。 

棒はかりについては、親子はかり教室

の「棒はかりについて」を見てね。 

50g 0  10  20  30  40 

支点
し て ん

 

送
おく

りおもり 

はかるものを 

いれるカップ 

目玉
め だ ま

クリップ（口幅 30㎜）：2個 

お弁当
べんとう

のおかず

入れの容器
よ う き

など 

（ふたつき） 

紙製
かみせい

やプラスチック製カップ：２個 

２ℓのペットボトルの空き
あ き

容器
よ う き

 

硬貨
こ う か

 
・目盛り付け用１０円

えん

玉 
１０枚

まい

、１円玉５枚 
・送りおもり用１０円玉 
１枚、５０円玉２枚 

 
１円玉６枚） 50 10 1 

あらかじめ

15ｃｍ１本 

10ｃｍ４本 

に切っておく 

水をいっぱいに入れておく 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①  あらかじめ切った糸をカップにとりつける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体の流れ 

カップにとりつ

けた糸を穴
あな

にと

おして、糸をテ 

ープでまとめる 

１０ｃｍの糸

４本をテープ

でとりつける 

ふたに 

15ｃｍの糸を 

テープで 

とりつけるあ 

つくり方 

 

１ 棒はかりの材料を組み立てる。 

 

２ 棒に目盛りをつける。 

 

３ 実際にはかってみる。 

 
 

はかりの精度を高めるに

は、２の目盛り付けがポ

イントだよ！ 



②  棒に目玉クリップをとりつける 

    ふたつきカップに硬貨をいれる 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 棒はかりのとりつけ台
だい

を準備する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⇒ 12.5グラム 

10センチメートル程度
て い ど

 

硬貨は、おもさがきまっているから分銅
ふんどう

としてつかえるよ。 

 １円：1.0グラム １０円：4.5グラム ５０円：4.0グラム 

ほかの硬貨もしらべてみてね。 

 

おうちにはかりがあれば水
みず

や砂
すな

でも硬貨の代わりにできます。 

お弁当
べんとう

のタレ容器などふた付きの容器に入れるといいですよ。 

水のはいった

２リットルの

ペットボトル

を準備
じゅんび

するあ 

棒をガム 

テープで 

固定
こ て い

する 
このような感じで 

とりつきます 

棒でＳ字フックを

ガムテープでとめ

て固定
こ て い

しますああ 

10 50 

この後、目玉クリップの位置は動かさないようにしましょう。 

50 

1 １ 



 ④ 棒はかりをとりつける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ★ ワンポイント ★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでちょっとおべんきょう。 

棒はかりには、支点、力点、作用点があるんだよ。送りおもりを 

支点から遠
とお

ざけるほど大きな力が加わるからおもいものをはかる 

ことができるんだ。 

作用点
さようてん

 

支点
し て ん

 

力点
りきてん

 

いよいよ、棒はかりに目盛
め も り

の線
せん

をかいていきます。 

目盛
め も り

線
せん

の位置
い ち

がずれてしまうと、棒はかりの精度
せ い ど

がわるくなってしまうので 

しんちょうに目盛の線をかきましょう。 

とくに『０グラム』と『５０グラム』の目盛線には要注意
ようちゅうい

！ 

 

ずれていたときに書き直しができるように目盛線は「えんぴつ」でかくのが 

おすすめです。 

1 １ 



 ⑤ 『0グラム』の目盛をつける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はかるものを 

いれるカップ 

送りおもり 

送りおもりをうごかしてカップと 

つりあうところ（バランスがとれ 

水平になるところ）をさがすああ 

つりあったら、送り

おもりの糸をおさえ

て糸の下に線をひき

ますあああああああ 

線をひいたところが 

０グラムの目盛です。 

1１ 1 １ 

 



 ⑥『50 グラム』の目盛をつける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はかるものを 

いれるカップ 

送りおもり 

送りおもりをうごかしてカップと 

つりあうところ（バランスがとれ 

水平になるところ）をさがすああ 

10 10 10 10 10 

硬貨をカップに

いれるああああ 

つりあったら、送り

おもりの糸をおさえ

て糸の下に線をひき

ますあああああああ 

線をひいたところが 

５０グラムの目盛です。 

0g 

1 1 1 1 1 

10 10 10 10 10 

1 １ 

 



 ⑦ 10 グラムごとに目盛をつける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

棒はかりをとりつけ台から

おろす 

 

※ 目玉クリップはつけた 

 まま動
うご

かさないこと！あ 

0g 50g 10 20 30 40 

０～５０グラム間を 

じょうぎではかって 

５等分
とうぶん

し１０グラム 

ごとに目盛をつける 

これで『棒はかり』は完成
かんせい

です！ 

棒はかりをとりつけ台にとりつけて 

いろいろなものをはかってみよう。 

 

容器をかえたり、絵
え

をかいたりすると 

自分
じ ぶ ん

だけの 棒はかり をつくれるので 

ためしてみてね。 



 ⑧ 棒はかりをつかってみよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0g 10 20 30 40 50g 

はかるものを 

いれるカップ 

はかりたいものを 

カップにいれるあ 
送りおもりをうごかして 

つりあうところをさがす 

つりあったところの 

目盛がはかったもの 

のおもさです。 

おうちにある電気式
でんきしき

はかり

などでおもさをはかって、

正確
せいかく

にはかれているか確認
かくにん

するああああああああああ 

つぎのページにはかったおもさを記録
き ろ く

する表
ひょう

がありますので 

いろいろなおもさをはかったら記入
きにゅう

してみてください。 

1 １ 



 

作成した棒はかりで、いろいろなものをはかってみよう！ 

電気式はかりとくらべて正確さを確認してみよう！あああ 

 

『棒はかり』おもさチェック表 

   月   日    名前
な ま え

                 

 

はかった品物
しなもの

 

はかったおもさ［ｇ
ぐらむ

］ 
棒はかりと電気式はかりの 

はかったおもさの差あああ 
棒はかり 電気式はかり 

    

    

    

    

    

    

    

    

 


